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市の人口

昭和ｓｉ年3月1日現在）

世帯数41，984世帯

44世帯増
144，157人

72，703人
71，454人

246人増

前月比

□
男
女
比
月
人
前 積面

67．29平方キロメートル

二
月
に
開
か
れ
た
各
委
員
会
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

Λ
市
民
環
境
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
二
月
二
十
七
日
…
…
午
後
か
ら
、

謂
願
審
査
の
た
め
、
古
川
、
巨
椋

川
連
結
の
水
門
工
事
箇
所
ほ
か
三

箇
所
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
後
、

請
願
審
査
に
入
り
、
都
市
化
対
策

の
推
進
に
つ
い
て
の
請
願
ほ
か
Ｉ

件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
料
の
改
正
お
よ
び
宇
治
廃
棄
物

処
理
公
社
の
経
過
等
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

Λ
建
設
水
道
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
二
月
十
五
日
…
…
午
前
中
、
道
路

ア
″
プ
し
て
お
ら
ず
、
国
家
予
算
の

二
〇
・
三
％
、
地
方
財
政
計
画
の
一

九
・
一
％
、
京
都
市
の
一
五
％
（
い

ず
れ
も
当
初
予
算
比
）
と
比
較
す
る

と
伸
ぴ
率
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
圧
縮
し
た
予
算
に

本会議で方針を説明する島田市長（後方は野上議長）

経
費
の
節
減

事
業
見
直
し
も

占
用
使
用
料
お
よ
び
開
発
指
導
要

綱
の
改
正
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
後
、
集
中
浄
化
撹
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
市
の
行
政
指
導
強
化
等

を
要
請
す
る
請
願
の
審
査
に
入
り

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
、
三
月
定
例
会
で
市
道
認
定

お
よ
ぴ
廃
這
予
定
の
二
十
三
路
線

に
つ
い
て
現
地
調
査
。

Λ
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
二
月
十
日
…
…
午
前
中
、
市
か
ら

五
十
三
年
度
の
保
育
所
入
所
申
請

お
よ
び
未
措
置
児
対
策
に
つ
い
て

は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
休
日
急
患
セ

ン
タ
ー
の
新
設
、
盲
人
用
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
事
業
、
心
身
障
害
者

共
同
作
業
所
の
運
営
、
在
宅
の
寝
た

き
り
老
人
へ
の
浴
槽
扶
助
、
奨
学
資

金
の
増
額
な
ど
、
社
会
的
璽

活
を
守
る
た
め
の
施
策
を
可
能
な
か

ぎ
り
盛
り
込
み
、
「
福
祉
施
策
は
後

建
の
初
年
度
と
し
て
、
い
っ
そ
う
の

経
費
の
節
減
と
事
務
事
業
の
徹
底
的

な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
て
一
定
の
収
入
を
は
か
り
、
さ
ら

に
、
国
に
対
し
て
は
積
極
的
に
強
力

に
働
き
か
け
て
依
存
財
源
の
確
保
に

努
め
る
な
ど
、
経
常
収
支
の
均
衡
の

回
復
に
特
に
意
を
用
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
国
に
対
し
て
は
、
地
方

財
政
制
度
改
革
の
た
め
、
革
新
市
長

会
や
全
国
市
長
会
、
人
口
急
増
都
市

協
議
会
等
、
あ
ら
ゆ
る
組
紐
と
機
会

ぶ
通
じ
て
。
、
引
き
続
き
折
衝
を
行
っ

て
い
き
た
い
＼
ｍ
’
Ｗ
．
て
い
ま
す
。

一
方
、
内
部
的
に
は
、
道
路
占
用

料
や
有
料
ゴ
ミ
手
数
料
な
ど
の
改
定

を
は
じ
め
、
宅
造
協
力
金
の
引
き
上

げ
、
国
民
健
康
傑

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
水
道

料
金
に
つ
い
て
も
、
山
城
水
道
の
原

水
料
金
引
上
げ
に
伴
い
五
十
三
年
度

中
に
料
金
改
定
を
お
願
い
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
定
は
、
い
ず
れ
も
Ｉ

財産づくりのエース

＊期間中10万円以上の定期預金（期間1年以上）を新規に

お預け入れの方に「梅のガラス小鉢」知しあげます。

恭東京都信用金庫。2916ｂゆ3，31Ｂ

589

報
告
が
あ
り
、
公
私
立
合
せ
て
四

百
七
人
が
定
員
超
過
と
な
る
た
め

今
後
、
私
立
で
の
定
員
増
を
妥
望

し
て
い
く
、
と
説
明
。
午
後
か
ら

は
、
教
育
委
員
会
か
ら
幼
稚
園
保

育
料
等
の
改
正
に
伴
う
納
入
状
況

お
よ
ぴ
中
学
生
の
行
ｍ
明
者
に

関
す
る
経
過
と
対
策
等
に
つ
い
て

委
員
会
活
動
か
ら報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
二
月
十
六
日
…
…
市
内
中
学
生
に

よ
る
覚
せ
い
剤
使
用
事
件
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
か
ら
事
件
の
経
過

Ａ
Ｍ
ｒ
後
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
こ
の
中
で
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
事
件
の
反
省
を
ふ
ま

え
生
徒
の
生
活
態
度
の
観
察
お
よ

ぴ
生
活
指
導
の
充
実
・
強
化
、
落

退
さ
せ
な
い
」
と
い
う
立
場
で
予
算

を
組
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
三
月
一
日
に
、
市
長
を
本

部
長
と
す
る
「
財
政
自
主
再
建
推
進

ち
こ
ぽ
れ
生
徒
の
対
策
お
よ
ぴ
わ

か
る
授
業
へ
の
転
換
、
生
徒
を
と

り
ま
く
地
域
社
会
環
境
の
整
備
、

家
庭
、
育
友
会
等
を
は
じ
め
と
し

た
幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携
の
四

点
に
つ
い
て
対
策
を
謂
じ
て
い
く

ｍ
’
＜
ら
れ
ま
し
た
。

Λ
京
滋
バ
イ
パ
ス
対
策
特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
二
月
二
十
日
…
…
京
滋
バ
イ
パ
ス

環
境
対
策
協
議
会
が
定
め
た
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
十
二
項
目
の
う
ち

自
然
科
学
部
門
と
し
て
大
気
汚
染

ほ
か
五
項
目
お
よ
ぴ
社
会
科
学
部

門
と
し
て
コ
’
”
”
ｉ
ｌ
ｉ
Ｋ
イ
ー
ほ
か

四
項
目
の
環
境
調
査
実
施
要
綱
が

決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
か

ら
、
そ
の
内

況
に
つ
い
て

た
。

報
告
が
あ
り
ま
し

本
部
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、
こ

の
本
部
を
中
心
に
、
今
後
の
行
財
政

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

予
算
委
員
会
で
集
中
審
議

五
つ
の
重
点

施
策
を
推
進

三
月
二
日
に
、
十
八
名
か
ら
な
る
予

算
特
別
委
員
会
を
設
ａ
し
、
委
員
長

に
村
田
省
蔵
議
員
、
副
委
員
長
に
川

原
一
行
議
員
を
選
出
、
慎
ｕ
ｉ
ｍ
ｓ

が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。今
後
の
予
算
委
員
会
の
日
程
は
、

十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
毎
日
と

十
八
日
、
二
十
日
に
開
か
れ
、
二
十

二
日
に
は
予
算
に
つ
い
て
の
総
括
質

問
が
行
わ
れ
、
委
員
会
と
し
て
の
ま

と
め
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
本
会
議
の
一
股
質
問
は
、

す
で
に
七
日
と
八
日
の
二
日
間
で
終

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
十
七
日
と

二
十
七
日
に
本
会
議
が
開
か
れ
る
予

定
で
、
提
出
さ
れ
て
い
る
予
算
案
を

は
じ
め
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正

な
ど
が
審
議
さ
れ
、
採
決
が
と
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
は
、
市
民
生
活
に
非
常
に
深

い
か
か
わ
り
あ
い
を
も
つ
大
切
な
も

の
で
す
。
新
年
度
予
算
が
審
議
・
決

定
さ
れ
る
本
会
議
を
ぜ
ひ
傍
聴
し
て

く
だ
さ
い
。

再
建
計
画
に
基
づ
き
編
成

三
月
市
議
会
に
予
算
案
提
出

苦
し
い
財
政
…
…
福
祉
施
策
は
充
実

宇
治
市
議
会
三
月
定
例
会
か
、
三
月
二
日
か
ら
二
十
六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
月
市
議
会
は

通
例
、
「
予
算
市
議
会
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
島
田
市
長
は
、
三
月
二
日
の
開
会
の
冒
頭
、
昭
和
五
十
三
年
度
の

宇
治
市
政
の
運
営
と
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
説
明
。
一
般
会
計
と
水
道
事
業
会
計
、
五
つ
の
特
別
会
計
の
各

予
算
案
を
提
案
し
、
そ
の
大
綱
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
島
田
市
長
の
施
政
方
針
お
よ
び
一
般
会
計

を
中
心
と
し
た
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
な
ど
に
つ
い
て
特
集
し
て
み
ま
し
た
。

今
回
の
当
初
予
算
一
編
成
は
、
島
田

市
長
に
な
っ
て
二
回
目
の
も
の
で
、

斂
し
い
社
会
情
努
の
な
か
で
は
あ
り

ま
す
が
、
十
四
万
市
民
の
く
ら
し
を

守
る
と
い
う
立
場
で
で
き
る
だ
け
き

め
細
か
く
編
成
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
新
年
度
は
、
昨
年
暮
れ

に
策
定
し
た
「
宇
治
市
財
政
自
主
再

建
計
画
」
の
初
年
度
に
当
っ
て
お
り

こ
の
再
建
計
画
に
苔
づ
い
て
、
赤
字

市
長
の
施
政
方
針

新
年
度
に
臨
み
ま
す
私
の
所
信
を

申
し
あ
げ
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
あ

る
ご
協
力
を
賜
わ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。昭

和
五
十
二
年
度
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
一
段
と
地
方
財
政
危
機

が
深
ま
り
ま
し
た
が
、
私
は
、
こ
の

年
を
財
政
目
主
再
建
の
勇
国
め
の

年
と
位
ほ
づ
け
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
に
耳
剣
に
取
り
組
む
と
と
も
に

五
十
三
年
度
を
第
一
年
度
と
す
る
「

財
政
自
志
再
建
計
画
」
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
代
市
長
が
力

を
入
れ
て
こ
ら
れ
た
社
会
的
弱
者
を

中
心
と
ず
る
福
祉
万
策
に
つ
い
て
は

後
退
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
ほ

し
、
さ
ら
に
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
昌
施
策
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り

推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
四
年
来
の
不
況
に
加
え

て
異
常
な
円
高
が
、
わ
が
国
の
経
済

再
建
団
体
に
は
絶
対
に
落
さ
な
い
こ

と
を
目
標
に
予
算
を
編
成
し
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
一
股
会
計
は
百
四
十

鷹
五
千
万
円
余
で
、
昨
年
の
当
初
予

（
要
旨
）

を
直
班
し
、
倒
産
企
業
が
続
出
し
た

り
、
雇
用
情
勢
が
思
化
す
る
な
ど
、

国
民
の
生
活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ｍ
大
な
危
楷
の
な
か

で
、
五
十
三
年
度
の
国
家
予
算
が
編

成
さ
れ
た
の
で
す
が
、
大
量
の
国
債

増
発
に
依
存
し
た
史
上
最
高
の
公
共

投
資
に
よ
っ
て
Ｍ
Ｍ
の
回
復
を
期
待

は
な
い
か
と
ｓ
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
方
財
政
は
巨
額
の
財
源

不
足
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
対
し
て
も
國
は
、
地
方
債
の
増

発
な
ど
借
金
に
よ
っ
て
措
ほ
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

方
財
政
は
借
金
体
貿
を
い
っ
そ
う
色

ａ
く
し
、
近
い
将
来
、
そ
の
償
還
が

璽
荷
と
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。自

治
体
の
予
算
編
成
の
指
標
と
い

わ
れ
る
國
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、

五
十
二
年
度
比
一
九
・
一
％
の
伸
ぴ

算
（
骨
格
）
と
比
べ
て
八
・
五
％
、

ほ
ぽ
年
間
予
算
に
肉
付
け
さ
れ
た
六

月
補
正
額
と
比
べ
て
〇
・
五
％
し
か

財
政
自
主
再
建
計
画
、
強
力
に
推
進

し
て
い
る
反
面
、
社
会
保
障
費
を
中

心
と
し
た
経
常
経
賀
を
極
皮
に
圧
縮

す
る
と
と
も
に
、
所
得
減
税
を
見
送

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
今

後
、
国
民
の
生
活
は
さ
ら
に
苦
し
く

な
る
の
は
必
至
で
、
そ
れ
ば
か
り
か

膨
大
な
公
共
役
資
が
資
材
の
高
騰
を

招
き
、
イ
ン
フ
レ
に
つ
な
が
る
の
で

と
な
っ
て
お
り
、
国
家
予
算
に
呼
応

し
て
大
型
財
政
と
な
っ
て
い
ま
す
が

地
方
行
財
政
制
度
の
改
正
や
交
付
税

率
の
引
き
上
げ
は
兄
送
ら
れ
、
当
面

の
財
政
対
策
と
い
う
近
視
眼
的
な
対

応
で
す
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
地
方
財
政
を
ま
す
ま
す
政
府
の

決
定
に
委
ね
る
こ
と
に
な
り
、
地
方

財
政
の
自
主
性
を
放
棄
し
て
い
く
こ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
地
方
財

政
植
拡
充
の
立
場
で
、
国
に
対
し
強

く
励
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り

で
す
が
、
・
い
ず
れ
に
し
て
も
本
市
は

五
十
二
年
度
以
上
に
厳
し
い
財
政
運

営
を
期
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

議
会
だ
よ
り



（2）昭和53年3月11日発行昭和39年2月1ｅ日第ｓ種郵便物Ｘ忿可りよすごＣ

53年度予算（案）

一
股
会
計
の
予
算
総
額
は
一
四
〇
億
五
、
七

六
三
万
円
で
、
前
年
度
■
ｕ
ｙ
ぺ
て
伸
ぴ
率
は
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
十
三
年
度
が
「
宇
治
市
財
政
自

志
丹
建
計
画
」
（
五
十
七
年
度
ま
で
の
五
ヵ
年

計
画
で
、
累
積
赤
字
を
な
く
し
財
政
を
健
全
化

さ
せ
る
計
画
）
の
初
年
度
に
当
’
ぞ
お
り
、
再

建
計
画
の
ワ
ク
内
で
予
算
を
編
成
し
た
た
め
で

す
。歳

出
に
つ
い
て
は
、
下
欄
に
五
つ
の
重
点
項

目
ご
と
に
そ
の
主
な
も
の
を
ひ
ろ
い
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
、
歳
入
の
主
な
も
の
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

歳入

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

歳
入

推
進
本
部

を
設
置

歳出

－－

・四－

－－

－－

－－

－－

－－

Ｉｌｌｌｌｌｌｌｌｌ＾

て
い
ま
す
。

な
お
、
今
国
会
で
地
方
税
法
の
改
正
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
可
決
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
と
も

な
い
市
税
条
例
の
改
正
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

つ
づ
い
て
多
い
の
が
、
国
庫
支
出
金
の
ニ
ニ

塵
ハ
、
六
一
一
万
円
、
地
方
交
付
税
一
六
億

五
、
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
財
政
硬
直
化
の
原
因
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
市
債
は
九
億
四
、
四
八
〇
万
円
で
昨

年
度
に
く
ら
べ
十
四
・
九
％
の
減
に
抑
え
て
い

ま
す
。

使
用
料
・
手
数

料
を
引
上
げ
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▽
笠
取
第
二
小
の
通
学
用
自
動
車
隅

入
・
運
行
費
に
二
Ｉ
○
万
円
。

▽
こ
Ａ
Ｊ
ｉ
5
の
教
室
開
設
に
と
も
な
う

備
品
購
入
な
ど
に
四
六
二
万
円
。

▽
小
・
中
・
幼
稚
園
の
施
設
維
持
修

嫌
費
と
し
て
三
、
二
六
〇
万
円
。

▽
教
材
備
品
の
充
実
、
開
校
に
と
も

な
う
備
品
剛
入
、
児
童
・
生
徒
の

急
増
対
策
等
に
八
、
二
二
四
万

円
。

▽
学
校
開
放
の
委
託
料
お
よ
ぴ
報
償

▽
五
十
四
年
四
月
開
設
を
目
標
に
取

組
む
仮
称
「
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

」
の
建
設
に
一
億
四
、
〇
二
三
万

円
。

▽
予
防
接
種
や
成
人
病
・
結
核
検
診

の
事
業
に
四
、
三
二
八
万
円
。

▽
乳
幼
児
の
検
診
・
相
談
な
ど
に
三

三
〇
万
円
。

▽
市
営
火
葬
場
の
運
営
・
整
備
費
と

し
て
三
九
九
万
Ｑ

▽
中
学
・
高
校
の
卒
業
生
に
対
す
る

就
職
助
成
金
、
一
五
七
万
円
。

▽
暮
ら
し
の
資
金
賃
付
事
業
の
委
託

料
四
〇
二
万
円
。

▽
高
額
療
養
賢
つ
な
ぎ
資
金
の
賃
付

金
と
し
て
二
〇
〇
万
円
。

▽
内
職
セ
ン
タ
ー
運
営
助
成
金
八
九

万
円
。

▽
新
年
度
か
ら
貸
付
額
を
引
上
げ
る

奨
学
資
金
と
し
て
一
九
九
万
円
。

▽
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
（
三
人

）
の
費
用
四
五
二
万
円
。

▽
厚
生
医
療
な
ど
の
身
体
障
害
者
福

祉
扶
助
費
に
Ｉ
、
六
五
七
万
円
。

▽
身
体
障
害
者
賃
付
体
育
用
具
の
購

費
と
し
て
一
九
〇
万
円
。

▽
私
立
幼
稚
園
の
就
園
助
成
金
と
し

て
三
、
七
一
三
万
円
。

▽
公
民
館
の
各
種
学
級
・
講
座
等
の

運
営
費
と
し
て
八
二
万
円
。

▽
市
民
会
館
図
書
室
の
図
書
鴎
入
に

二
〇
六
万
円
。

▽
す
で
に
開
校
し
て
い
る
伊
努
田
小

・
大
開
小
・
平
盛
小
・
三
室
戸
小

・
剛
宇
治
中
の
各
学
校
施
設
を
山

城
学
校
建
設
公
社
か
ら
買
取
る
費

用
と
し
て
二
啓
一
、
八
〇
一
万

円
。

▽
小
倉
小
・
西
大
久
保
小
・
木
幡
中

の
校
合
増
改
築
事
業
に
四
億
三
、

八
一
七
万
円
。

▽
債
務
負
担
行
為
と
し
て
山
城
学
校

建
設
公
社
に
建
設
≪
ｆ
ｆ
ｉ
す
る
大

開
小
と
平
盛
小
そ
れ
に
四
月
開
校

の
用
小
倉
小
と
西
小
倉
中
の
校
合

増
築
事
業
に
三
億
九
、
六
〇
〇
万

円
。

入
費
九
万
円
。
て
火
災
感
知
器
を
取
り
つ
け
る
費

▽
身
体
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
手
当
用
四
〇
万
円
。

と
し
て
Ｉ
、
九
一
四
万
円
。
▽
老
人
憩
い
の
部
屋
の
運
営
経
費
、

▽
身
体
障
害
者
福
祉
電
話
二
台
の
設
ヽ
一
五
七
万
円
。

置
賢
と
既
設
分
の
通
話
料
扶
助
と
▽
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
新
ら
た
に
中

し
て
三
〇
万
円
。
宇
治
地
域
に
設
置
す
る
費
用
に
一

▽
手
話
サ
ー
ク
ル
養
成
‘
盲
人
ガ
イ
Ｏ
Ｏ
万
円
。

ド
ヘ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
補
助
金
▽
昼
間
里
親
の
保
育
費
と
し
て
六
五

と
し
て
二
万
円
。
○
万
円
。

▽
心
身
障
害
（
児
）
者
共
同
作
業
所
▽
児
童
手
当
と
し
て
一
億
五
、
四
〇

の
運
営
補
助
金
、
五
七
六
万
円
。
○
万
円
。

▽
老
人
家
庭
奉
仕
員
（
四
人
）
の
設
▽
入
院
助
産
制
度
委
託
料
、
四
三
七

置
費
、
六
〇
八
万
円
。
万
円
。

▽
宇
治
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
▽
公
・
私
立
保
育
所
の
運
営
費
、
五

へ
の
保
護
措
置
費
ヽ
一
億
五
ヽ
三
億
八
、
六
八
〇
万
円
。

七
〇
万
円
。
▽
牛
居
保
護
扶
助
費
、
九
億
六
、
〇

▽
老
人
福
祉
電
話
三
台
の
設
置
費
と
Ｏ
Ｏ
万
円
。

既
設
分
の
通
話
料
扶
助
と
し
て
Ｉ
▽
宇
治
市
独
自
の
法
外
援
護
扶
助
と

四
〇
ｍ
’
し
て
見
舞
金
な
ど
五
二
六
万
円
。

▽
老
人
医
療
扶
助
興
四
庶
『
〇
▽
交
通
遺
児
対
策
に
三
七
万
円
。

Ｏ
Ｏ
万
円
。
▽
勤
労
者
住
宅
融
資
制
度
の
預
託
金

▽
在
宅
ね
た
き
り
老
人
用
の
日
常
生
と
し
て
】
億
三
、
〇
〇
〇
万
円
。

活
用
具
と
し
て
ニ
組
の
浴
槽
・
湯
▽
市
役
所
に
身
体
潭
害
者
便
所
を
設

沸
の
給
付
扶
助
に
二
〇
万
円
。
ね
置
す
る
費
用
に
九
〇
万
円
。

た
き
り
お
よ
ぴ
独
居
老
人
用
と
し

皆様のお近くの美容室を

御利用ください

ヅル

／ｉ□ｂ‰

広野町朝日ケ丘七筋目右043－0291

聊

’

は勃仰靴す’るシティレディのために

毛髪から生まれたパーマ液昏

Ｌ－天然システインだから髪をいためません。£＾いやな臭いもしません。

ｓ。4，自然なツヤでセットも長持ち

④

ダイナミックなボリューム、．ｚ
の・－グ・輿ｎ＜≫ｆブラッシングで思いのままのヘアスタイル。

Ｄ－ｅ

五ケ庄大林
雪31－5509Ｘ

か

戸び‰＾

／ｕｌ‰

小倉丸山百貨店東雪22－1607

広
告
募
集

た
だ
い
ま
、
市
政
だ
よ
り
の
広
告

掲
載
申
込
み
の
受
付
け
を
し
て
い
ま

590

市
民
の
健
康
を
守
り

福
祉
の
増
進

豊
か
な
人
間
教
育
め
ざ
し

教
育
環
境
の
充
実

市民生活を守る5つの重点施

策

一
般
会
計

財政自主再建への第一歩
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た
。島
田
市
長
か
本
部
長
に
な
っ
て
、

仝
庁
的
に
財
政
再
建
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
て
お
り
、
市
政
方
針
な
ど
の

重
要
方
針
や
政
策
を
検
討
・
決
定
す

る
と
と
も
に
、
各
部
門
間
の
調
整
、

行
政
改
革
、
組
織
の
統
廃
合
、
計
画

と
予
算
と
の
調
整
な
ど
を
総
合
的
に

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
要

望
の
強
い
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
、
新

市
民
会
館
、
第
二
清
掃
工
場
、
宇
治

川
右
岸
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
の
懸

案
事
項
に
つ
い
て
も
、
こ
の
本
部
を

中
心
に
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

昭和53年度予算案
（）内は対前年度伸び率

140億5，763万円

（8．5が）

一般会計

歳出
3，247万円

（15．8μ）

3，170万円

（4．7％）

22億468万円

（21．0が）

5，936万円

（172．5％）

特別会計

農業共済事業

交通災害共済事業

国民健康保険事業

公共下水道事業

住宅新築資金等貸付事業4，098万円

（200．1が）

水道事業18億8，016万円

（23．8が）

183億698万円

（11，7が）

計総

市民生活を守る5つの重点施策
1
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
如
一

▽
大
気
・
水
質
の
分
析
や
測
定
な
ど

公
害
対
策
費
と
京
滋
バ
イ
パ
ス
環

境
対
策
費
一
、
一
一
一
万
円
。

▽
笠
取
地
区
飲
料
水
水
質
検
査
な
ど

の
委
託
料
、
三
〇
万
円
。

▽
交
通
指
導
員
（
二
十
五
人
）
の
設

置
に
八
二
五
万
円
。

▽
ご
み
減
し
を
推
進
ず
る
た
め
の
古

紙
回
収
報
償
費
、
五
〇
〇
万
円
。

▽
清
掃
車
を
三
台
買
い
換
え
に
Ｉ
、

〇
二
〇
万
円
。

▽
不
燃
物
の
収
集
・
処
理
費
、
一
億

一
五
〇
万
円
。

▽
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
と
し
て
の

城
南
衛
生
管
理
組
合
分
担
金
、
六

▽
優
良
農
地
へ
の
農
業
奨
励
金
と
し

て
八
六
万
円
。

▽
農
業
生
産
集
団
機
械
化
促
進
の
だ

め
水
稲
ほ
描
機
導
入
に
五
〇
万
円

▽
水
田
再
編
対
策
の
補
助
金
、
三
〇

万
円
。

▽▽同円

和゜地

区向

Ｍ

の葬

箭

具

億
五
、
〇
〇
〇
万
円
。

▽
市
有
林
造
林
事
業
費
、
一
〇
三
万

円
。

▽
失
業
対
策
事
業
費
、
一
竺
、
七

三
七
万
円
。

▽
道
路
の
改
良
・
舗
装
新
設
、
排
水

路
改
良
工
事
や
交
通
安
全
施
設
整

備
な
ど
に
二
庶
八
、
五
五
九
万
円

▽
誕
・
排
水
路
の
維
持
補
修
や
街

路
灯
の
新
設
な
ど
八
、
八
三
九
万

円
。

▽
私
道
舗
装
補
助
金
と
し
て
二
五
〇

万
円
。

▽
橋
梁
の
改
良
・
維
持
に
Ｉ
、
五
四

二
万
円
。

▽
宇
治
茶
の
品
質
向
上
と
振
興
を
は

か
る
た
め
の
補
助
金
、
一
八
五
万

円
。

▽
家
畜
診
療
用
の
薬
剤
購
入
お
よ
び

伝
染
病
防
疫
対
策
の
補
助
金
、
一

一
九
万
円
。

問
入
費
、
五
七
万
円
。

▽
共
同
農
機
具
の
格
納
庫
建
設
に
一

五
六
万
円
。

▽
各
種
社
会
教
育
調
座
運
営
費
等
に

▽
河
川
の
改
修
・
維
持
に
四
、
五
四

〇
万
円
。

▽
道
路
禰
修
用
の
機
動
軍
買
い
替
え

と
街
灯
修
繕
用
軽
自
動
車
間
入
に

三
一
〇
万
円
。

▽
国
鉄
宇
治
駅
前
広
場
の
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
都
市
計
画
街
路
事
業

に
九
、
六
七
九
万
円
。

▽
都
市
下
水
路
の
築
造
や
し
ゅ
ん
せ

つ
に
三
、
八
八
七
万
円
。

▽
都
市
公
園
や
児
童
遊
園
の
整
備
・

管
理
・
遊
具
の
設
置
な
ど
ニ
、
六

一
三
万
円
。

▽
巨
椋
池
水
質
障
害
対
策
事
業
の
分

担
金
、
ニ
Ｏ
Ｏ
万
円
。

▽
特
定
退
職
共
済
制
度
禰
助
金
二
五

〇
万
円
。

▽
宇
治
市
中
小
企
業
低
利
融
資
制
度

の
預
託
金
に
五
、
〇
〇
〇
万
円
。

四
二
一
万
円
。

▽
防
火
水
槽
新
設
費
、
六
八
〇
万

円
。

す
。
ご
希
望
の
方
は
。
市
役
所
文
書
広
報
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
電
話
は
＠
三
一
四
一
番
で
す
。

≒；眉Ｅ尚が゛

が〒？Ｓ

万年

二裏でＴ

￥ｉｍ伽

対当岬
｀し俑

学習カバン……＼Ｉ．ＯＯｆｔよ・Ｊ

手廻鉛筆けずり＼ｌ，80ａｉ；＞Ｊ

電動鉛筆けずり￥4，3Ｏ叫

画ら
゛し

セール3月10日→4月10日

文具・事務機器り0」刷・印判・結納

ｆ文具セット……￥ｉｍり

スケッチセット￥ｉｍより

習字セット………＼3，000よ・Ｊ

コクヨ学習机…1‥￥35，ｏｏａより

吉抑実印…………￥ｙ，50叫

吉相銀行印………￥ｓ，ｍり

認印・訂正印セット＼5，500Ｊ：ｙ

綜合専門店岩上商店
宇治市宇治橋通り2丁目ＴＥＬ（0774）21－2135（代）

武限斗。・’｀゛・料述四角

難謳

591

そ
の
他
の
主
な
事
業

▽
新
市
民
会
館
の
調
査
・
設
計
の
委

託
費
と
し
て
二
、
〇
〇
〇
万
円
。

▽
総
合
計
画
に
お
け
る
地
域
診
断
書

ｐ
－
。
－
ｉ
。
ビ
ル
ー
ー
マ
ム
な
ど
の
作
成

に
五
八
五
万
円
。

▽
市
史
第
五
巻
の
発
刊
費
な
ど
一
、

五
七
六
万
円
。

▽
水
噌
付
消
防
自
動
車
・
救
急
車
の

く
ら
し
の
周
辺
整
備

同
和
行
政
の
推
進

伝
統
産
業
を
中
心
と
し

産
業
振
興
と
中
小
企
業
の
育
成

特
別
会
計

財政自主再建への第一歩

水
道
会
計

国
保
会
計
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こ
ん
な
場
合
も
投
票
で
き
ま
す

知
事
選
・
府
議
補
選

昭
和
5
3
年
4
月
1
5
日
任
期
周
了
に

と
も
な
う
京
都
府
知
事
選
業
か
3
月

1
5
日
に
、
ま
た
、
府
議
会
議
員
禰
欠

選
挙
（
宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
世

郡
）
が
3
月
2
8
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
告

示
さ
れ
、
4
月
9
日
（
日
）
が
投
票

日
と
な
る
予
尼
で
す
。
今
回
の
知
事

選
挙
お
よ
ぴ
府
議
会
議
員
禰
欠
選
挙

は
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
で
か
か
わ

り
の
深
い
重
妥
な
選
挙
で
す
。
府
政

の
主
役
と
し
て
、
一
票
の
福
利
を
慎

重
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。

▽
投
票
で
き
る
人
は
…
…

昭
和
3
3
年
4
月
ｏ
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
昭
和
5
2
年
1
2
月
1
4
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
宇
治
市
に
住
所
お
よ

ぴ
住
民
登
録
の
あ
る
人
で
す
。

▽
転
出
さ
れ
る
人
へ
…
…

宇
治
市
か
ら
京
都
府
内
の
他
の
一
巾

町
村
へ
転
出
さ
れ
る
人
は
宇
治
市

の
選
挙
人
名
簿
に
の
っ
て
い
ま
す

の
で
、
転
出
先
の
市
町
村
長
が
発

行
す
る
「
引
き
続
き
宇
治
市
か
ら

京
都
府
内
の
市
町
村
に
居
住
中
で

あ
る
旨
の
証
明
書
」
を
提
示
す
れ

ぱ
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

で
き
ま
す
。
ま
た
、
不
在
者
投
票

も
で
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、
城
陽

市
、
久
御
山
町
へ
転
出
す
る
人
は

不
在
者
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
）

▽
転
入
さ
れ
た
人
へ
…
…昭

和

5 2
年
ａ
ｉ
ｎ
；
Ｓ
日
以
降
に
、
京

都
府
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
宇
治

市
に
転
入
さ
れ
い
宇
治
市
の
選
挙

人
名
簿
に
の
ら
ず
前
住
所
地
の
選

業
入
名
簿
に
の
っ
て
い
る
人
は
「

転
入
後
引
き
続
き
宇
治
市
に
住
所

を
有
す
る
証
明
書
」
、
ま
た
は
住

民
票
の
写
し
を
提
示
す
れ
ば
、
旧

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。
ま
た
、
不
在
者
投
票
も
で
き

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
－
Ｉ
Ｉ
－
ｌ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
ａ
一

お知らせ

ま
す
。

▽
市
内
転
居
さ
れ
る
人
へ
・
：

三
月
一
日
以
降
に
転
居
さ
れ
た
人

は
旧
住
所
地
で
投
票
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
投
票
所

不
在
者
投
票

投
票
日
の
前
日
ま
で
、
土
・
日
曜
日

に
関
係
な
く
午
前
8
時
半
か
ら
午
後

5
時
ま
で
で
き
ま
す
。
投
果
所
入
場

券
と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
市
役
所
三

階
の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
指
定
さ
れ
て
い
る
施
殷
の
人
は
、

そ
の
施
設
の
管
理
者
（
病
院
長
な
ど

）
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷

明
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ
ぼ
ん
ぼ
り

に
Ｉ
Ｉ
三
月
三
日
は
ひ
な
祭
り
。
明
星

保
育
園
で
は
、
こ
の
日
。
ひ
な
人
形
’

を
飾
っ
て
ｍ
発
表
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。正

面
横
に
飾
ら
れ
た
ひ
な
人
形
は
、

宇
治
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
手
芸
ク
ラ
ブ

ひ
な
ま
つ
り

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
一
定
の

身
体
上
の
障
害
を
有
す
る
人
に
限
り

郵
便
に
よ
る
ぶ
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
く
わ
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

■
風
疹
予
防
接
種ま
だ
の
人
へ

■
映
画
の
つ
ど
い
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
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一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
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一
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一
一
一
一
一
一
一
一
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円高対策

中
小
企
業
者
に

低
利
資
金
を
貸
付

昭
和
五
十
二
年
六
月
以
降
の
円
相

場
高
騰
に
よ
っ
て
輸
出
が
昭
少
す
る

等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業

者
に
対
し
、
金
融
や
税
制
の
圃
で
特

別
の
措
置
を
請
じ
、
経
営
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
円
相
場

高
騰
関
連
中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置

法
」
（
円
高
対
策
法
）
が
二
月
十
四

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
円
高
対
策
法
に
よ
っ
て
、
主

務
大
臣
が
円
高
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
た
業
種
を
摺
定
し
ま
す
か
、
こ
の

業
種
に
属
す
る
中
小
企
業
者
は
宇
治

市
長
か
ら
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
業

種
に
属
さ
な
く
て
も
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
中
小
企
業
者
は
京
都
府
知

事
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者

は
、
田
低
利
資
金
の
貸
付
0
中
小

企
業
設
備
近
代
化
資
金
の
償
還
期
間

の
延
長
図
中
小
企
業
信
用
保
険
法

の
特
例
倒
課
税
の
特
例
の
適
用
な

ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
や
こ

の
法
律
の
内
容
に
つ
い
て
、
く
わ
し

く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☆
京
都
府
宇
治
事
5
所
商
工
課

電
話
○
二
Ｉ
〇
三
番

☆
宇
治
市
経
済
茶
業
観
光
課

電
話
⑩
三
一
四
一
番

☆
宇
治
商
工
会
議
所

電
話
⑩
三
一
〇
一
番

（
経
済
茶
業
観
光
課
）

特
別
弔
慰
金
の
申
請

3
月
3
1
日
ま
で
に

戦
没
者
の
遺
族
の
方
に
支
給
さ
れ

る
特
別
弔
慰
金
（
二
十
万
円
、
1
0
年

償
還
の
国
債
）
の
請
求
期
限
が
、
3

月
3
1
日
で
終
わ
り
ま
す
。
ま
だ
請
求

戦没者の
遺族の方へ

し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
、
請
求
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
該
当
者

昭
和
1
2
年
7
月
7
日
以
降
の
戦
争

に
よ
る
戦
没
者
の
遺
族
で
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
、
ま
た
は
遺
族
給

与
金
を
を
受
け
て
い
た
人
が
昭
和
5
0

年
4
月
1
日
現
在
で
い
な
く
な
っ
た

場
合
、
そ
の
戦
没
者
の
配
偶
者
や

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
な
ど
次
の
順
位
の
人
に
支
給
さ
れ

5
2
年
分
所
得
証
明
な
ど

6
月
の
賦

課
決
定
後
に

住
宅
口
Ｉ
ン
の
借
入
れ
を
し
た
り

保
証
人
に
な
る
場
合
な
ど
に
は
、
所

得
証
明
や
市
・
府
民
税
申
告
書
の
受

理
証
明
な
ど
が
必
要
な
た
め
、
最
近

市
民
税
課
へ
交
付
を
受
け
に
来
ら
れ

る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

、
し
か
し
、
現
在
、
市
民
税
課
で
は

ま
す
。
な
お
、
支
給
さ
れ
る
遺
族
の
人
に

順
位
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い

こ
と
は
福
祉
事
務
所
社
会
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
社
会
課
）

賦
課
決
定
の
作
業
中
で
、
交
付
に
必

嬰
な
資
料
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
せ

箇定資産課税（補充）台帳

●
1
●
1
1
1

・
知
事
選
苧
・
3
月
1
5
日
か
ら
4
月

8
日
ま
で

・
府
議
会
議
員
補
欠
選
挙
・
・
・
3
月
2
8

日
か
ら
4
月
8
日
ま
で

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

■
小
倉
公
民
分
館

園
芸
教
室

縦らんは3月20日まで

も
う
お
す
み
で
す
か

昭
和
5
3
年
度
の
市
・
府
民
税
の
申
告
期
限

は
3
月
1
5
日
－
。
あ
な
た
は
も
う
申
告
を

す
ま
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
の
人
は
、
あ
と
数
日
と
期
限
か
迫
っ

て
い
ま
す
の
で
、
急
い
で
市
役
所
市
民
税
課

へ
申
告
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
1
1
日
（
土
）
、
1
2
ｍ
（
日
）
も
、

平
日
ど
お
り
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

（
市
民
税
課
）

■
市
長
杯
争
奪

素
人
茶
香
服
大
会

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
勣
講
習
会

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

納
税
・
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
を

1袋750円

1袋800円

赤玉土

腐葉土

1袋350円

1袋800円春を飾ってみませんか瓢
リアの球根も

取り揃えています。

株式会社
ｏ本社宇治市五ヶ庄折坂21－35費32－ａｇ㈹∧

○緑化事業部宇治市伊勢田町北山酋22－9353Ｏ久御山営業所久御山町外屋敷

市
・
府
民
税
の
申
告
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